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１ はじめに 

 

              千種町英語教育研究会 

                            会長 喜多 英雄 

                          （宍粟市立千種中学校長） 

   

 小学校では、平成 23 年度から５・6 年生に外国語活動が週１時間導入されました。

中学校においては、授業時数が平成 24 年度から１時間増えて、週４時間となりました。

また高等学校においては、平成２５年度から年次進行で英語の授業は英語で行うことを

基本とすることになりました。学習指導要領では、英語教育の目標として小・中・高を

通じて、コミュニケーション能力の育成を掲げています。かつてはどちらかと言えば、

「読み・書き」に重点を置いた、単語・文法などの知識習得が中心でした。それを社会

の場で実際に英語が使えるようになること、つまり「聞く」「話す」も含めて外国の人々

とコミュニケーションをとれるような能力の育成を目標とすることと定義しています。

コミュニケーション能力の育成を目標とする英語教育や外国語活動が学校現場で定着

すれば、「グローバル人材」を育てる基盤が出来ると考えられています。 

 平成２２年度に、兵庫県で初めて千種町内の小・中学校に学校運営協議会が設置され

ました。また同年度に千種中学校と千種高等学校が「連携型中高一貫教育校」に改編さ

れ、小・中・高の連携一貫教育体制が確立しました。これらの経緯を踏まえ、本年度も

「子どもに夢を 千種に元気を！」という推進目標をかかげ、連携一貫教育の実現をめ

ざして取り組みを進めています。 

 英語教育においても、今年度小・中・高の英語科教員及び外国語活動担当教員が主体

となって、出前授業・相互授業参観・情報交換を通じて、小中高一貫した英語教育に取

り組んできました。また、１０月には英語教育界の最高賞である「パーマー賞」を受賞

された稲岡章代先生にご来校いただき、研究授業への指導・助言及び英語教育の在り方・

方向性について講義を賜り、英語教員にとって有意義な研修となりました。 

 来年度も、小・中・高の教職員の心を一つにして、国際的視野を持った児童・生徒の

育成を目指して、邁進していくことをお約束してはじめの言葉といたします。 

 

 

 

 

 

 



3 

 

２ 千種町における「英語教育研究会」の活動について 

 

千種町英語教育研究会 

事務局 原田 尚昭 

（千種高等学校教頭） 

 

 (1) 「英語教育研究会」活動の意義 

平成２５年度は、英語教育界にとって大きな変化を見た年となりました。小学校

に「外国語活動」が導入されて３年目となり、１１月には５・６年生での「英語」

や３・４年生での「外国語活動」の将来的実施が決定されました。また、高校では

「英語の授業は英語で行う」ことが基本とされたのも今年であり、将来的には中学

校でも実施されることが、文部科学省の「英語教育改革計画」の中で示されました。 

   このような動きの中で、町内の小中高校が手を携えて情報交換を行い、共に授業

研究を行っていくことには大きな意義があり、大きな進歩があったか否かは別とし

ても、とにかく互いに「動くこと」が大事であると考え、本会の活動を行いました。 

 

(2) 「英語教育研究会」平成２５年度の動き 

 ４月初旬     千種町英語教育研究会構想立案 

 ５月中旬     兵庫県教育委員会主催「教職員自主的研究推進事業」申請 

 ６月 １日（土） 上記事業認可 

 ６月１５日（土） 小中連携授業実施（於：小学校） 

 ７月２５日（木） 第１回英語教育研究会情報交換会（於：中学校） 

 ８月２２日（木） 第２回英語教育研究会情報交換会（於：高等学校） 

 ９月２０日（金） 中高連携授業実施（於：中学校） 

１０月１５日（火） 英語授業研究会・講演会（於：中学校） 

１０月２５日（金） 中高連携授業実施（於：中学校） 

１１月２９日（金） 中高連携授業実施（於：中学校） 

１２月 ２日（月） 英語授業研究会（於：高等学校） 

１２月１０日（火） 小中連携授業実施（於：小学校） 

 １月３１日（金） 中高連携授業実施（於：中学校） 

 

(3) 平成２６年度への展望と他教科活動への波及について  

   来年度においても、上記の如き各校間の「連携授業」や合同の「英語授業研究会」

を引き続き実施するとともに、千種町ならではの活動、例えば「千種学」や映像版

昔話「しそうの逸話・千種編」の英語教材化、或いは幼少中高どの年齢でも使える

「英語童謡マザーグース」の普及活動等に取り組みたいと考えています。 

   また、同様の活動を少しずつ他教科にも広げ、例えば高校の数学教師が小学校の

算数授業を見学する機会を設けて、教員研修の質的向上を図りたいと考えています。 

 



4 

 

３ 「英語教育情報交換会」（於：中学校・高校）の記録 

(1) 第１回会議：平成 25 年 7 月 25 日（木）13:10～14:30（於：中学校会議室） 

     参加者：中学校 中田教諭  高校 原田教頭 松井教諭 

     内 容：英語授業研究会を進める上で、まずは中高の英語科教員による情報交換や現状の

課題把握が肝要であるという認識から、松井教諭と中田教諭から各校の報告及び

授業の在り方についての発表が為された。 

 

ア 高校での実践および課題            発表者：千種高校 松井 利澄 教諭 

１ 高校での実践 

①チャレンジコース 

   ・音読指導（高校入学時より継続） 

    各レッスン終了ごとに音読の音声収録→次時、ＣＤに焼いて確認  

※英語独特の発音・強弱を重視 

     ・ライティング指導（高３生対象） 

    週末課題としてノート半ページ分に英文日記を書かせる。  

※ＡＬＴが添削、コメントを書いて返却。 

     ・定期的な補習（英検対策、受験対策） 

    ②ベーシックコース 

      １年次はチャレンジと同じ内容 

   ２年次からは教科書を変えてレベルに応じた指導 

③アクティブコース 

使用教科書の選定 

ＴＴの強化（同室複数で必要に応じて別内容も） 

 ※中学校の復習も含めた指導 

 

２ 課題 

①生徒の家庭学習の絶対量不足 

      ・学校評価にも毎年低い評価となっている。 

・繰り返さない。 

・課題を出さないことが習慣化している。（特にベア） 

    ②ＡＬＴの指導 

・来校するＡＬＴによって指導力やモチベーションが異なり、実態にあった指導

をしてもらいにくい。 

    ③高３生の伸び悩み 

    ・周りが指定校や推薦等で私立大学、専門学校に進学を早々と決めてしまうこと     

による焦り 

       ・モチベーションの低さ（大学より資格が取れる専門学校を選ぶ傾向がある） 

    ④教材研究の時間不足 

       ・持ち時間数、分掌の多さ、作問などによる教員の多忙さによる時間の確保が 

     課題。 
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イ 中学校での実践及び課題            発表者：中学校 中田 吏 教諭 
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(2) 第 2 回会議：平成 25 年 8 月 22 日（木）13:00～14:30（於：高校応接室） 

  参加者：小学校 谷口教諭  中学校 中田教諭  

      高校  原田教頭 松井教諭 田中講師 

     内 容：今回は小学校の外国語活動担当教諭を交えて情報交換を行った。外国語活動につ 

いては、現在中学校の ALT・Zack 先生がほぼ毎週の火曜日の午後に小学校を訪れ、 

５・6 年生に対して担任と共に授業を行っており、年に 2 回中学校の英語科教諭が 

訪問して「連携授業」を行っている旨の報告が口頭でなされた。また、高校から 

田中講師の発表があり、以下のような内容であった。 

ア 高校での実践と課題        発表者：高校 田中 孝英 講師 

１ 授業における実践 
① チャレンジコース 

   ・ライティング指導（高２生対象）テキストの各レッスンごとに、重要構文や表現を暗唱
し、毎時間暗唱テストを行う（筆記） ・週１回の放課後補習 

  ②ベーシックコース 
   ・音読指導（個人読み、ペアリーディングにおける工夫） 
   ・単語力の強化（スラッシュカードを用いた活動、単語小テスト） 
  ③アクティブコース 
   ・中学校での既習内容の復習 
   ・音声 CD を用いた音読指導（イントネーション・アクセント） 
２ 現状の課題 

① 家庭学習量の不足（特に英語を「書く」こと） 
・復習をする習慣がなかなか定着しない。（授業内容、単語、小テスト etc） 

    ・提出物の不備（単語練習プリント・やり直しプリント etc） 
  ②英語を読むことはできても、正しく書くことができない。 
   ・特に１年生にみられる。例えば orange を英語らしくきれいに発音できるのに、スペル

を書かせると orengi などと書いてしまう。 
② 実力の伸び悩み 

   ・定期テストや暗唱テスト、小テストなど、出題形式が分かっているものについては、し
っかり取り組み高得点をマークする。しかし少し形式を変えて出題したり（例えば扱っ
た文章は変えずに空欄補充問題を整序問題に etc）学外の模擬試験（特に記述式）にな
ると、とたんに得点が下がる。勉強＝丸暗記で済ませているように見受けられる。 

３ ２学期以降の新たな授業工夫 
  ・英語Ⅰまたは英語Ⅱにおける「和訳先渡し」の授業を検討中。 
   生徒の実力の実態を考慮すると、現在はどうしても訳読式の授業にならざるを得ないが、

和訳を先に渡すことによって生まれた授業中での時間を、他の英語活動（音読や書くこと
etc）に使う試みをしてみたい。 
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４ 小中連携授業「外国語活動」（於：小学校）の記録 
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５ 中高連携授業「英語」（於：中学校）の記録  

 

  平成 22 年度の「連携型中高一貫教育校」への改編前後から、中高間で教員が互いの学校を訪

問して授業を行うという「連携授業」を各教科で行ってきた。英語科では 8 月に千種高校史上初

の常駐 ALT・David Berg を迎えたということもあり、平成 25 年度は 2 学期に 3 回、3 学期に 1

回、計 4 回の連携授業を行った。 

  授業内容の詳細については、9 月は新 ALT の自己紹介とアメリカ文化の紹介を中心にしつつ

その内容理解チェックの Q&A 及びゲームを行った。10 月は、高校授業で用いている優しい内容

の教材を用いてゲームを中心に実施した。そして 11 月は、千種高校 2 年生のグアム島修学旅行

を題材に、そのホットな話題を豊富な写真を用いて報告し、内容理解チェックの Q&A へと繋げ

た。1 月は、高校 1 年生の教材「英語表現Ⅰ」を用いて会話練習を行うとともに、英語の基本的

な発音・発声練習及び英語の早口言葉や英語文化圏の童謡「マザーグース」の紹介を行った。 

 

  以下、その授業の様子を各回の写真によって報告する。 

 

 

①  9 月 20 日（金） 

 

 

  

 

 

② 10 月 25 日（金） 

 

 

  

 

 

③ 11 月 29 日（金） 

 

 

  

 

 

④  1 月 31 日（金） 
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６ 「英語授業研究会」（於：中学校・高校）の記録 

   

(1) 第 1 回英語授業研究会：平成 25 年 10 月 15 日（火）13：15～15：30（於：千種中学校） 

 内 容：５限 授業参観 千種中学校英語科 高下 愛 教諭 

                １年１組（男子１２名 女子１８名） 

            教科書：Sunshine English Course 1 [開隆堂] 

            単 元：Program ６ “Yuki’s Trip to the United Kingdom” 

                  ６限 研究協議・講演「小中高一貫した英語教育の確立を目指して」 

           参加者：中学校 喜多校長 中田教諭 高下教諭 ALT Zachary Price 

               高 校 原田教頭 松井教諭 田中講師 

           講師・指導助言者：稲岡章代先生（賢明女子学院中・高等学校教諭） 

      

    今年度は 2 学期に 2 回の「授業研究会」を中学校と高等学校で実施した。特に、第 1 回の

研究会において、全国的にも非常に高名な「稲岡章代先生」を千種にお招きし、緒に就いた

ばかりの「千種町小中高英語教育研究」の現状をご覧いただき、英語科教員を対象にご講演

を行っていただいた。先生がお選びいただいた講演のタイトル「小中高一貫した英語教育の

確立を目指して～生き生きとした生徒づくり～」は、正に私たちが今目指していることを端

的に表現していただいており、非常に時宜を得たものとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回英語授業研究会点描 

   

   

稲岡章代(いなおか ふみよ)先生 プロフィール 

賢明女子学院中・高等学校教諭。姫路市立中学校英語科教諭(山陽・安室・神南・豊富)を経て、
今年度 4 月より現職。2000 年、英語教育界の最高賞である「パーマー賞」(語学教育研究所)受
賞(兵庫県では加藤京子先生と共に 2 名のみ)、Teaching English through English の先駆的存
在。「英語教育達人セミナー」等多くの英語授業研究会を主宰し、実践発表・研究発表・講演等
枚挙にいとまなし。全国から授業見学者が列を成す、兵庫県英語教育界のリーダー的存在。 
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[高下教諭教案] 
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[教科書該当ページ] 

[補助プリント教材] 
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[稲岡先生講演資料] 
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(2) 第 2 回英語授業研究会：平成２５年１２月２日（月）13:10～15:00 (於：千種高等学校)  

内 容：5 限(13:10～14:00) 公開授業参観 [選択教室２] [２－１HR 教室] 

          松井利澄 教諭 英語Ⅱ（２年チャレンジコース）[男子 6 名 女子３名]  

          田中孝英 講師 英語Ⅱ（２年ベーシックコース）[男子 9 名 女子 7 名] 

         6 限(14:10～15:00) 研究協議（会議室） 

                参加者：中学校 喜多校長 中田教諭 高下教諭 

              高 校 原田教頭 松井教諭 田中講師 ALT David Berg 

          ※5 限の授業参観には、千種小学校から田住校長先生と平田先生(5 年生担任)    

          の参加があり、千種町内の小中高の教員が揃う形での公開授業となった。 

 

     この回の英語授業研究会の意義は、小中高の教員が初めて一堂に会して高校の英語授業

を参観し、普段ご覧になっていただくことのない本校の授業を小学校の先生方に直に見て

体験していただいたことにある。英語教育の方法論云々ではなく、実際に千種高校の授業

を見ていただき、少人数授業の在り方や生徒に興味を持たせながら授業を進める様子を、

初めて驚きの目を持って見ていただくことができた。この意義は大きいと考えている。 

     千種高校は、1 学年 30 数名のクラスを、ほとんどの教科において３つのコース（チャレ

ンジ・ベーシック・アクティブ）に分けて実施している。教科指導であれ、生徒指導であ

れ、個々の生徒を大切にしたきめ細やかな指導を校是としているのである。 

 

第２回英語授業研究会点描 
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[松井教諭教案]         Teaching Plan  

                                                     MATSUI Toshizumi & David Berg 

 

1.  Date & Period    5th period, Monday, December 2nd, 2013 

2.  Class            2-1(Challenge Course), 9 students 

3.  Textbook         BIG DIPPER ENGLISH COURSE Ⅱ （Suken Shuppan） 

4.  Allotment (LESSON 3  “The Magic of Color” ) 

  1st Period : Introduction, Comprehension (p.28~29,38) 

  2nd Period :  Part 1 (p.30~31) (today) 

  3rd Period :  Part 2 (p.32~33) 

  4th Period :  Part 3 (p.34~35) 

  5th Period :  Part 4 (p.36~37) 

  6th Period :  Review (p.38~39) 

 

5.  Viewpoints of the teaching materials, students, and teaching methods 

  (1) Viewpoint of the teaching materials 

      This lesson is about the magic of color. A color has various psychological effects on every 

person.  Students can be attracted to the content easily.  Target grammars are passive 

clause, and present perfect. 

  (2) Viewpoint of the students 

      The class is called “Challenge Course,” so they are highly motivated in studying English.  

However, some of the students feel that studying English is difficult and they are not so 

good at English. But many of them tend to concentrate in studying. 

  (3) Viewpoint of the teaching method 

      In this lesson we use the style of what we call “Team Teaching.”  The ALT will talk about 

the meaning of colors in the American culture so that the students can understand the 

differences of the images of colors between cultures. The JTE induces the imagination of 

the students so that it helps understand the variety of cultures. 

 

6.  Aims of this lesson 

  ① To learn new words and phrases 

  ② To understand the episodes in the passage 

  ③ To understand sentence patterns 

  ④ To get used to English rhythm through reading the textbook aloud 

 

7.  Evaluation of this lesson 

  ① interest and attitude 

  ② expression 

  ③ understanding 
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8. Teaching procedure 

Procedure Activities of the students Activities of the teachers Notes 

Warming-up 

 

 

 

(7mins) 

Greet the class and 

answer what teacher asks 

them. 

WPM(Word-Per-Minute) 

Speaking practice 

Greet and ask some questions 

which are relevant to today’s 

lesson. 

Give students today’s topic. 

(ALT) 

Today’s topic is 

about their 

favorite colors. 

 

Introduction 

and more 

information 

(3mins) 

Watch the pictures of two 

rooms in different colors.   

Find differences and give 

their own opinions. 

Show the pictures of two rooms 

in different colors. 

Ask some questions. 

Instruction 

and ask some 

questions in 

English 

Checking 

new words 

and phrases 

(5mins) 

Pronounce the new words 

and phrases. 

Check the Japanese 

meanings. 

Confirm the meanings and 

pronounce the new words 

and phrases and make the 

students repeat them (ALT). 

 

Reading 

comprehen- 

sion 

 

 

 

(27mins) 

Listen carefully to the 

teacher’s reading aloud  

and make slashes 

between phrases. 

 

Read aloud once and 

think about the questions. 

 

Read each sentence and 

translate them into 

Japanese. 

 

 

 

Check the students’ making 

slashes as the teacher reads 

the textbook aloud. 

Make the students read aloud 

and answer some questions 

about the content in Japanese. 

Help students translate the 

sentences if they have 

difficulties translating, and 

explain the points in the 

textbook, asking some 

questions of the class. 

 

Check their interpretations 

students had translated as 

homework and correct them if 

necessary. 

Instruction 

mainly in 

Japanese 

Reading 

Practice 

(5mins) 

Read aloud what they 

have studied and think of 

contents which they have 

studied. 

Walk around the class, 

checking the students’ 

pronunciation. 

Read and Look 

up 

Ending 

(3mins) 

Confirm the content of the 

next lesson.  

Assign homework.  
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[該当教科書] 
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[田中講師教案]          Teaching Plan 

TANAKA Takahide 

1. Date & Period   5 th period, Monday, December 2nd, 2013 

2. Class           2-1(Basic Course), 16 students 

3. Textbook        BIG DIPPER ENGLISH COURSE Ⅱ （Suken Shuppan） 

4. Allotment    (LESSON 10  “Continent Without Borders”) 

  1st Period : Introduction, Listening (p.116~117) 

  2nd Period : Part 1 (p.118~119) 

  3rd Period : Part 2 (p.120~121)  

  4th Period : Part 3 (p.122~123) 

  5th Period : Grammar Point (today) 

6th Period : Review of Lesson 10 

 

5. Viewpoints of the teaching materials, students, and teaching methods 

  (1) Viewpoint of the teaching materials 

      This lesson is about the Continent of Antarctica.  Through learning about the Antarctica, 

students are expected to think about world peace.  

      Target grammar is “so that ～ can …” and Participle construction. 

 

  (2) Viewpoint of the students 

      The class is called “Basic class.”  Some of the students feel that studying English is 

difficult and they are not so good at English. Fortunately though, most of them can 

concentrate on studying and do their best. 

 

あ  (3) Viewpoint of the teaching methods 

      Teachers should check whether the students can understand the content of the textbook 

and Grammar handouts to find out their degree of their understanding, using some kinds 

of checking methods.  It is also important to motivate them to study English positively. 

 

6. Aims of this lesson 

  (1) To learn new words 

  (2) To understand the episodes in the story 

  (3) To understand the grammar points 

  (4) To get used to English rhythm through reading the textbook aloud 

 

7. Evaluation of this lesson 

  (1) interest and attitude 

  (2) expression 

  (3) understanding 
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8. Teaching procedure 

Procedure Activities of the students Activities of the teacher Notes 

Introduction 

and Checking 

vocabulary 

(8mins) 

Greet the class and make 

review of the vocabulary with 

their partner, using handouts 

and the Flash Cards. 

Greet and return the small test. 

Make review of the vocabulary 

and check the understanding with 

the Flash Cards.  

Instruction in 

English 

Explaining 

Grammar① 

 

 

 

(15mins) 

Read and write answers on the 

handout and check the 

questions, reading each 

sentence aloud. 

Give students a handout and 

explain the structure  

“so that ～ can…” 

Check the answers, and make 

students repeat the sentences. 

Instruction in 

English and 

Japanese 

Explaining 

Grammar② 

 

 

(15mins)  

Read and write answers on a 

handout and check the 

questions, read each sentence 

aloud. 

Explain the grammar point, 

“Participle construction” 

Check the answers, and make 

students read the sentences 

aloud. 

Instruction in 

English and 

Japanese 

Writing 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10mins) 

Look at the pictures on the 

blackboard and listen to 

teacher’s explanation. 

 

Answer the teacher’s 

questions about each picture, 

and make the compositions of 

each picture on the handout. 

 

Check the answers together. 

 

Some students write the 

answers on the blackboard. 

 

Read each sentence aloud, 

repeating after the teacher.  

Show the students some pictures 

on the blackboard and give some 

explanations on them. 

 

Ask the students some questions 

on the pictures. 

Make the students work on 

English Composition about each 

picture by using 

“Participle construction”  

on the handout. 

Make students write the answers 

on the blackboard and read each 

sentence aloud. 

 

Instruction  

mainly  

in English 

Ending 

(2mins) 

Confirm the task in the next 

class. 

 

Assign homework. 

(small words test) 
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[該当教科書] 

 

[授業該当ページ] 
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[補助教材プリント] 
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７ 資料①：千種町幼少中高連携一貫教育実践記録所収「小中連携英語科学習系統表」  



27 

 

 



28 

 

 



29 

 

 



30 

 

８ 資料②：千種高等学校ＨＰ英文版ブログに見る「千種の教育活動」 

 

 千種高等学校の HP をご覧いただきたい。生徒や学校教育の「今」を伝える日本語版ブログと共

に英文版のブログを持ち、かなり頻繁に更新して「千種の教育活動」を海外に向けて発信している。 

過去ほぼ 1 年間の数ある記事の中から特徴的なものを幾つか掲げ、英語学習上の話題としたい。 

 

2013/05/27  "Impro" Activities Going On ! 

Four years have already passed since Chikusa High School introduced the "impro" activity in 

order to develop the students' personalities and communication skills.  We have this activity 

about 10 times from April through October every year. 

 

"Impro" is a shortened form of "improvisation."  It is widely known as an effective approach 

to improve people's abilities of communication and expression.  Through the practice of 

acting, talking, singing, dancing, and playing together, students gradually acquire the skills 

necessary to make better relations with each other.   

   

          1st Grade                               2nd Grade                             3rd Grade 

 

The themes of the activities vary from grade to grade.  The topic of the 1st graders today was 

"playing together."  By mimicking or imitating one student's action, all the other students tried 

to share the same movement and understand the meaning of "cooperation." 

 

The 2nd graders worked on "building trust."  The point of this activity was to close their 

eyes.  With their eyes closed, the students played a game and they found how important 

trusting each other was. 

 

The theme of the 3rd graders was "cooperative problem-solving."   First, the students were 

required to make a circle by holding hands in a complicated way.  Then, they tried slipping 

the knot to learn the importance of cooperation.   

 

Our impro activities are designed and instructed by Ms.Rie Hasenaka, a professional drama 

teacher and improviser in Akashi, Hyogo, Japan.  

http://www.chikusa-hs.jp/joxspecho-177/#_177
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2013/06/08  CHIKUSA Cleaned Up by the Students! 

Since 2009 Chikusa High School and Chikusa Junior High School have been working together 

to keep the town tidy. 

 

The other day, on the morning of June 4th, about 100 students from both schools (9th, 10th, 

and 11th graders) collected lots of rubbish at the Shibiki Pass (at the border with Okayama 

Prefecture).  The pass was originally a nice spot to enjoy the view of Chikusa, but it has also 

been a dumping ground for many years.  The hillside is so steep that they used some ropes to 

climb down the slope and to carry the rubbish up to the top.   Thanks to the hard work and 

the great teamwork of the students and some local people, the mountain side became very 

beautiful. 

 

   

 

In the afternoon, another group of about 60 students (7th and 12th graders) picked up litter and 

garbage in the town center, and some of them cut the grass and weeds at Omori shrine, 

Suginoko kindergarten, and at Chikusa-no-Sato nursing home.  This group was made up of 18 

and 13-year-old students, and the experience of working together helped develop their sense 

of membership within the community.   

 

8th graders did not take part in this activity, because they were engaged in the "Trial Week" 

work experience this week.  This is an innovative and epoch-making approach toward life-

long and career education promoted by the Hyogo Prefectural Board of Education since 

1998.  All 8th-grade students in Hyogo work at shops, offices, kindergartens, public 

institutions, etc. in their community for 5 days. 

 

The Japanese are often said to be a people of high morals, especially when their behavior was 

observed just after the East Japan Major Earthquake in 2011.  However, we must recognize 

the fact that some people still illegally dispose of rubbish and garbage in many places all over 

Japan.  We have come a long way, but we still have much further to go to keep Japan tidy. 

 

 



32 

 

 

2013/06/17   Co-teachings Flourished in Chikusa! 

Last week some teachers of Chikusa High School taught PE and Information to Chikusa Junior 

High students. We call the classes "Cooperative Class (Renkei Jugyo)," because teachers of 

both the junior and senior high schools work together for the students of both schools.     

 

Mr.Fukunaga and Ms.Ueyama visited the junior high school on June 11th, and they taught 

Gymnastics to the 8th and 9th graders in the 3rd and 4th periods.  Starting with warm-up and 

calisthenics, the students were gradually advised to try doing handstands, leap frogs, forward 

rolls, and so on.  At first, some of the students were afraid to practice the exercises, but the 

two teachers and Mr.Tanijiri, a junior high school teacher, skillfully demonstrated each activity 

and assisted the young people in taking a good posture.  Then, at the end, almost all of them 

successfully achieved the goal of this period.  They are scheduled to take two more PE classes 

in this co-teaching style, and surprisingly enough, Mr.Fukunaga suggested to the students that 

all of them should be able to do handspring forward to stand at the very end of the series of 

lessons.  Please cheer a lot for the students. 

 

   

 

On the afternoon of June 12th, Mr.Ebisuhara taught the 8th graders how to use "Microsoft 

Office PowerPoint" in the Computer Room of Chikusa Junior High School.  Mr.Ebisuhara is 

a teacher of "Information" and "Commerce" at Chikusa High School.  He used to be a member 

of JOCV (Japan Overseas Cooperation Volunteers) and lived in the Philippines for almost 

three years in his twenties.  

 

The theme of this period was to acquire the basic skills of the presentation software, because 

at the end of this month they are scheduled to talk about their work experiences during the 

"Trial Week" period from June 3rd through 7th.   With the artistic and persuasive teaching 

approach by Mr.Ebisuhara, and being the children of the "Information Age," the students were 

quick to understand the state-of-the-art software and they successfully made up the first page 

of their presentation material in that period. They are going to work on this project both this 

week and next to express their hearty thanks toward the people in the community.  Good luck! 

 

http://www.chikusa-hs.jp/jo90x0lt5-177/#_177
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2013/08/04   8th Graders Collecting Iron Sand! 

Chikusa is the home of Tatara iron production. The product, "Chikusa-Tetsu (iron)," has been 

the best brand especially for beautiful Japanese swords. A legend tells that Kanayago-gami 

(the guardian goddess of iron making) first descended from Heaven (Takamagahara) on to the 

village of Iwa-nabe ("rock kettle") in Chikusa. (It is now called Iwanobe.)  Later, she flew to 

the mountain village of Hida in Oku-izumo (Shimane Prefecture) riding on the back of a white 

heron. There, she taught the people how to produce iron by using the Tatara 

method.  ("Tetsuzan Hitsuyo Kiji,"  Shimohara Shigenaka, 1784) 

 

Tatara iron manufacturing is a method that uses iron sand (sa-tetsu) as the source 

material.  Iron is usually produced from iron ore, but in Japan it is scarce.  Iron sand, however, 

is found in abundance, so traditionally our ancestors have been making use of this resource to 

create iron in a clay furnace called Tatara, raising the temperature inside to melt the sand.   It 

has a long history of about 1,500 years.  

 

This method practically ended its role before the 1920's because of the introduction of  Western 

technology, but it is still alive here in Chikusa.  Thanks to the active involvement of the 

Society for Preserving Shiso-Iron (Shiso-Tetsu wo Hozon-suru Kai), Chikusa Junior High 

School students have been learning how to produce iron since 1997 (for 17 years!) as the most 

crucial field of "Chikusalogy" (Chikusa-gaku or the study on Chikusa).  Before every summer 

vacation, one important mission or assignment is given to all 8th graders; "Each student must 

collect 1 kg of iron sand in the Chikusa River." 

 

 

 

This year also, you can see the active work of the students to collect iron sand here and 

there.  They use special magnetic devices in the river that are very strong.  First, they put it 

into the river bed to pick up a lot of iron sand.  Second, they carry it to the bucket and pull the 

handle of the device, then the iron sand successfully goes into the container.  

 

Now there are 32 8th graders, so around 32 kg of iron sand will be collected at the end of the 

summer this year.  They are scheduled to practice Tatara iron production on October 10th at 

the site of Tengoya Tetsuzan (iron mine and factory) in the northern part of Chikusa.   If you 

are free, please come and observe the hot and magnificent process and artwork of iron 

making conducted by these young people, the descendants of the iron miners here in Chikusa.  

http://www.chikusa-hs.jp/jofbrrxuh-177/#_177


34 

 

 

2013/11/09  8th Graders Challenged Tatara Iron Making 

On October 31st, 32 8th-grade students of Chikusa Junior High School practiced tatara iron production at 

"Tengoya Tatara Park", a historical site of iron manufacturing in the northern area of Chikusa.  The Junior 

High School has been doing this activity for 17 years because Chikusa is the very place where Kanayago-

gami, a guardian goddess of iron production, descended from Heaven (Takamagahara) in the mythological 

period. 

 

This activity is fully guided and supported by "The Society for Preserving Shiso Iron (Shiso-tetsu wo Hozon-

suru Kai)," and it is one of the active groups to preserve the tatara method of iron production in the western 

part of Japan.  The chairman of the society is Mr.Masaru Ueyama (80), 4th principal of Chikusa High 

School, and the academic leader is Mr.Kouki Toba (93), who has written several books on tatara iron 

making and the history of Chikusa.     

 

The students collected about 32kg of iron sand in the local river during the summer vacation (the activity 

was reported in this weblog on July 31st), and they used it for the iron-making last 

week.  The Tatara method is completely different from the Western approach in the sense that we use iron 

sand and charcoal alternately because iron ore is scarce in Japan.  The word, tatara, originally meant 

fuigo (a device for air blowing), and it later came to mean a clay furnace for smelting iron sand. 

 

     

 

 

 

    

 

 

 

 

 

    

 

The first picture shows a symbolic Shinto ceremony to pray for the safety and success  of the work and the 

second one is an ignition ceremony. The third is the work of "sumi-kiri" to cut charcoal into small pieces, 

and the fourth is the work of making wet clay balls.  These clay balls are necessary to seal every hole of 

the furnace to raise the air pressure and temperature to the full extent (over 1000°C) as the 6th and 7 th 

picture show.  The 5th and the 8th are the work of putting iron sand and charcoal into the furnace almost 

every ten minutes.  The amount of iron sand is 500g and 2kg of charcoal at a time.    

 

After the repetitive work of putting in charcoal and iron sand for about six hours, the students were very 

much moved and excited when they witnessed the lump of very hot iron flowing out of the furnace at the 

very last stage of the iron production process.  This time they got about 10kg of iron from 32kg of iron 

sand, and they used 90kg of charcoal.  

 

Through this traditional iron-making activity, the children of Chikusa have cultivated their love and pride 

for their hometown and the long history of Chikusa.  We strongly hope that this approach will be handed 

down from generation to generation forever. 

 

 

http://www.chikusa-hs.jp/jon410vaa-177/#_177
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2013/11/19   Ranmaru Fever Swept All Over Chikusa ! 

Last week on November 13, a professional lady masked wrestler "Kyusei(The Savior) Ninja Ranmaru " 

came to Chikusa High School and gave a truly impressive and inspiring speech to about 250 young people 

(54 elementary kids, 90 junior high students, 100 senior high students).  The title of her lecture was "Yume 

wo Katachi ni (How I Realized My Dream)." 

 

She appeared on the stage with the ninja mask on, but she soon took it off and she started to talk about her 

life story, especially focusing on some serious hardships in her life.  Many people were very much surprised 

when they saw her left eye, because it was an artificial one. When she was three years old, she  had cancer 

in her left eyeball and there was no other choice but to have it taken out (ophthalmectomy). She later became 

a karate champion of all Japan when she was 18, and she went on to International Martial Arts University 

(Kokusai Budo Daigaku) in Chiba in order to master karate furthermore.  However, she was mesmerized 

with professional wrestling and decided to enter the realm of the sport.  

 

 

 

 

 

   

The story of her becoming a wrestler was not easy. She was rejected again and again by professional 

wrestling organizations just because she had a false eye. They were afraid that the sport would cost her her 

life.  

 

Another hardship occurred just after she finally became a professional wrestler.  It was a very serious 

kidney disease called "rapidly progressive glomerulonephritis," and her doctor declared that she would 

never be able to come back to the wrestling ring, so she almost gave up her dream.  At that time, her mentor, 

Jaguar Yokota visited her in the hospital with her husband, Dr. Kinoshita.  When he heard the name of the 

disease, Dr.Kinoshita told her, "Oh, it might take a bit long but you can recover from the disease."  She 

was so delighted to hear the words and tried hard to get over the illness.  Two years later, she came back 

to the ring.   At the party to celebrate her revival, Dr.Kinoshita said, "I instantly knew that the chance of 

your recovery was 0% when I heard the name of the disease.  I am now very surprised to see the power of 

a professional wrestler !"  Ms.Ranmaru trembled to hear his words, and realized how great the power of 

"language" is.   

 

Her speech and lecture gave a lot of hope and power to the people in Chikusa.  Thank you very much, 

Ranmaru-san ! 

 

 

http://www.chikusa-hs.jp/jow1rv24t-177/#_177
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2013/11/25  Chikusa H.S. Leads Disaster Drill in the Community ! 

On the morning of November 23rd, Saturday, Chikusa High School conducted a comprehensive disaster 

drill with the people in the local community.  The emergency drill started at 8:30 with the announcement 

of an earthquake and a fire alarm in the school building. The local people carried out firefighting training 

at 6 areas in the community while the high school students were divided into 4 groups of first -aid, 

evacuation guidance, soup-run, and construction of a wooden temporary house. 

 

The first-aid group learned how to give aid to the injured and how to make a stretcher by using a blanket 

and two poles. The evacuation guidance party helped local people take refuge at the gymnasium of Chikusa 

H.S. The students of the soup-run prepared curry and rice for 270 people with the assistance of the PTA. 

The very attraction and the main event of this year's disaster drill was the construction of a wooden 

temporary house. The construction team consisted of 15 high school students and 10 junior high school 

students.  With the instruction and guidance of Japan Engineering College in Himeji, they started the work 

of house-building at 10:00.  

 

As the concept, "a wooden temporary house even teenagers can make," clearly indicates, the young people 

worked hard and showed a great performance of constructing the house within only two hours as if the y 

were making a big plastic model.  More than 200 people watched and witnessed the making of this 

historical temporary house in the gymnasium.  After they finished the work, Mr.Naohiro Asada, principal 

of Chikusa High School, conducted a topping-out ceremony and climbed on to the top of the roof to raise 

a special decoration in order to pray for the safe construction work and the recovery of Tohoku and other 

devastated areas of all over Japan.  To complete the ceremony, 8 people threw 1500 rice-cakes from the 

top of the roof to express special thanks to the people around the house.  A rice-cake is a symbol of 

prosperity and good harvest in Japan.  We do hope that the forestry in Chikusa will be prosperous again 

and the number of children will increase in the future. 

 

By the way, three students (Mr.Kotake, Mr.Shimizu, Mr.Nakamura) finished making a 3-D hazard map of 

the central part of Chikusa the day before the emergency drill.  The diorama, or the miniature town of 

Chikusa, was placed on a table in the gymnasium and the community people were talking about the 

geography of the town and the big flood which occurred on July 11th, 1963.  The map will be exhibited at 

the town hall in the near future. 

    

 

 

http://www.chikusa-hs.jp/jovd150sp-177/#_177
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2014/02/09  The 5th JSH Marathon Held in Chikusa 

"Hang on!" "Go for it!" "Chin up!"  From both sides of the streets came the cheering voices of the people 

for the young runners. On February 7th, Friday, the 5th JSH Marathon was held under the partnership of 

Chikusa Junior and Senior High Schools, and it proved to be one of the most important events of this lovely 

mountain village. 

 

 

 

 

 

 

This "marathon" event is actually a 3km run for junior high girls, 5km for junior high boys and senior high 

girls, and 8km for senior high boys.  At 10:50 in the morning at the west gate of Chikusa High School, all 

the students, boys and girls, started to run at the sound of the starter's gun by Mr. Kita, principal of Chikusa 

Junior High School.  Within only three minutes, the fastest runners reached the town center and they were 

welcomed by the enthusiastic cheering and applause by the townspeople.  Especially, all the children of 

Chikusa Elementary School stopped their lessons and came out to the main street to wave and cheer for the 

runners. The voices energized the young people and they clenched their teeth together to finish the 

marathon. 

 

 

 

 

 

 

 

 

Although the running was a painful struggle for the students, it also gave them nice views of the natural 

landscapes and historical places in this mountain village: the beautiful flow of the Chikusa River, the great 

priest, Kyoshin-shonin's grave, Oomori Shrine, Ninomiya Shrine, Mt.Fueishi (Chikusa Fuji), Mt.Hinakura 

(Sanno-maru), and so on.  Comforted and encouraged by all of these natural and historical treasures of this 

romantic village, all the youngsters successfully made it to the finish line at Chikusa High School.  

 

We would like to express our heartfelt thanks to all the people who kindly supported the event  this winter. 
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2014/03/08  The Hyakunin-isshu Competition Held 

Last Friday, on March 7th, the students of Chikusa High School enjoyed the traditional card game of 

"Hyakunin-isshu," and they rediscovered the long history of our country and the beauty of the Japanese 

language. 

 

The Hyakunin-isshu (one hundred people - one verse) is a collection of 100 short poems by 100 different 

poets, and it was assembled by Fujiwara no Teika or Fujiwara Sadaie in 1235.  The verse is called "tanka" 

or "waka," and it has 5 lines and 31 syllables: 5-7-5-7-7, while "haiku" has shorter form of 5-7-5.  Have a 

look at the following example from the collection.   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

As you see in the above Japanese verse, the sound of the language has what linguists call a CV structure.  C 

is a consonant and V is a vowel, and the language is phonetically structured with the repetition of CV, while 

English has a CVC structure.  The rhythm of Japanese is created with these sound characteristics: wa-ga-

ko-ro-mo-de-wa (7)  tsu-yu-ni-nu-re-tsu-tsu (7). 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

The last picture shows the two kinds of cards in the game of Hyakunin-isshu.  The upper cards are called 

"yomi-fuda" (reading cards), and the lower cards are "tori-fuda" (taking cards).   As the first picture shows, 

the teachers of Japanese language worked as readers to read the verses aloud through a microphone.  The 

whole verse of 31 syllables is printed on the yomi-fuda cards with a beautiful picture of the poet, while only 

the latter part of 14 syllables is printed on the plain white tori-fuda cards.  

 

In front of the students are the tori-fuda cards and the participants stare at the words on the cards, waiting 

for the voices. Then as soon as they catch the first word of the reader, they pick up the right 

card quickly.  One game lasts until the reader finishes all of the 100 verses, and the one who gets the most 

will be the winner.  If you want to win the game, you must memorize all the 100 verses perfectly.  Before 

winter vacation in December every year, many high schools give students an assignment of memorizing all 

the Hyakunin-isshu verses, because it is among the symbolic games during New Year's in Japan. Though it 

is now already  March, we are still in the midst of a cold winter in Chikusa. Through the game, which has 

a long history, the Chikusa students truly enjoyed the atmosphere of O-shogatsu and the authentic Japanese 

culture on the snowy day. 

 

No.1  TENJI TENNO                   THE EMPEROR TENJI 

              Aki no ta no                           Out in the fields this autumn day  

              Kari ho no iho no                     They're busy reaping grain; 

              Toma wo arami                        I sought for shelter 'neath this roof, 

              Waga koromode wa                    But fear I sought in vain, ---       

              Tsuyu ni nure-tsutsu.                  My sleeve is wet with rain.  

 

             "A Hundred Verses from Old Japan"(TUTTLE)  written by William N. Porter 

http://www.chikusa-hs.jp/josl668cs-177/#_177
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９ 編集後記 

 

千種町は「連携・一貫教育」の総本山であり、他町では決して類を見ない実践に次ぐ

実践の宝庫です。平成２２年度の、「学校運営協議会（小学校・中学校）」の設置、中高

による「連携型中高一貫教育校」への改編 － これらは共に兵庫県下初の試みであり、

その前年に始まった「保幼小中高合同ふれあい文化祭」は、全国的にも類稀なる異年齢

集団合同の活動の場として回を重ね、現在に至っています。 

 小学校と中学校が繋がり、中学校と高校が連携する中で、次は小学校と高校が直接繋

がる、或いは小中高が同じテーマで教育実践を図ることが求められてきたのが、平成 25

年度でした。一つには小中高合同の「生活しらべ」実践があり、年齢集団ごとに定めた

生活目標は、児童・生徒の生活改善や規範意識向上の上で大きな成果がありました。   

そして今一つ、数ある教科の中で先鞭をつけて取り組んだのが「英語教育」でした。

時折しも、小学校の「外国語活動」について「英語」への教科化が検討され、高等学校

では「コミュニケーション英語」の導入と共に「英語の授業は英語で行う」ことを基本

とする新学習指導要領が実施されたのが、昨年の春でありました。秋が過ぎて三室山に

初冠雪が見られる時節となって、「外国語活動」のさらなる低年齢化、そして、中学校

でも将来的には「英語は英語で教える」という方向性が文部科学省から示されたのです。 

「千種町英語教育研究会」と銘打ったこの活動が、今後どれほどの意味を持つのか、

それは定かではありません。しかし、自分の学校や同一校種の中だけで教科領域研究を

進めていればよい時代は既に過ぎ去っており、異年齢・異校種間での交流が今後さらに 

重要になってくると考えています。 

 最後になりましたが、本研究会の活動は、兵庫県教育委員会主催「教職員自主的研究

推進事業」の助成を得て実施して参りました。深く感謝の意を表すとともに、今後とも

さらなる研究の遂行をお誓い申し上げ、終わりの言葉と致します。  

 

兵庫県立千種高等学校 教頭 原 田 尚 昭 
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